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2022年度 日建連BIMセミナー



2

部分最適から全体最適へ｜建築生産全体で考える
国土交通省｜建築BIM推進会議の設置（2019）

図版出典：国土交通省HP

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/kenchikuBIMsuishinkaigi.html

建築生産全体で考えること、とは

⚫ BIMはICT（ツール）と単純にくくってはいけない

（人材も職能別に異なる）

⚫ BIM以前に私たちの業務においてデジタル情報をどの

ように活用してメリットを享受するのかを考えるこ

とが大切（BIMモデルを作ることだけが正解でない⇒

情報をマネジメント）

⚫ 発注者側も同様。建設で使用したデジタル情報を自

分たちの事業にどのように活用したいのか、を示す

ことが求められる

『ガイドライン（第２版）』p16
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日建連建築本部の重点実施事項（2022年度）
建築BIMの取り組みは重点事項のひとつ

図版出典：2022年度事業計画、日建連、2022年３月

https://www.nikkenren.com/about/pdf/2022_plan_general.pdf
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生産性向上のための具体的な取り組み（2020年）
受注方式とBIMとFL ⇒ 設計施工一貫方式のBIMに着目

図版出典：生産性向上推進要綱 2020 年度フォローアップ報告書、日建連、2021年11月

https://www.nikkenren.com/sougou/seisansei/pdf/followup_2020.pdf
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建築本部 建築BIM合同会議の設置（2021年）
委員会横断の会議体組織（日建連初）

第1回会議の開催状況（2021年8月）

◼ 日建連におけるBIMの活動は、主に施工BIMの推進・啓発に注力だった

◼ 建築生産全体でBIMの推進・啓発に関連する部会が一堂に集まり、包括的な議論をお

こなう場がなかった

◼ 建築生産全体でBIMを考えるには、設計施工一貫方式でBIMを実践している日建連の

担う役割が重要になる
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参画している委員会・部会

※建築本部以外に5つの本部と

13の委員会、９つの支部がある

2021年11月WGから上げ

FLの手引き2019を発行

設備分野のデジタル化の標
準化を推進

2021年8月設置

施工BIMの推進

建築BIM合同会議

設計BIM専門部会

生産性向上専門部会

設備情報化専門部会

BIM啓発専門部会

施工BIM専門部会

設計施工一貫方式のBIMを視野に入れた活動

図版出典：日建連HP

https://www.nikkenren.com/about/soshiki.html

各委員会における活動内容の共
有、成果物を横串で討議する場
とする
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建築BIM合同会議での検討事項
成果物として資料を解説します

今後の活動方針 設計施工一貫方式におけるBIMワークフロー

2030年までのロードマップを制定 『ガイドライン（第２版）』の標準ワークフロー④に

準拠したBIMワークフロー
セッション２：
施工BIM専門部会
（本谷主査から報告）

セッション８：
建築BIM合同会議
（曽根部会長から報告）
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BIM部会

施工BIM
専門部会

◎部会長 ：曽根巨充（前田建設工業）
◎副部会長：吉田知洋（鹿島建設）
・幅広いBIMの活用を視野に、施工段階
でのBIMの普及・啓発活動を行う

ICT推進部会

設備部会

施工部会

BIMモデル承認WG

BIMモデル活用WG

BIM仮設ライブラリWG

◎主査：三輪哲也（竹中工務店）

・活動するテーマに応じてチーム
を編成して柔軟に活動できる体
制とする

◎主査：本谷淳（大林組）

・施工BIMのさらなる展開を見
据えた活動を担う（承認・活
用・標準化）

建築BIM推進会議
対応WG

◎WGリーダー：塩坂靖彦（大林組）
・施工図/製作図を中心とした承認方法の検討
・承認に必要な属性情報の整理

◎WGリーダー：上中登貴弥（清水建設）
・建築現場でのBIMモデルの活用方法の検討
（検査、進捗管理、など）

◎WGリーダー：染谷俊介（竹中工務店）
・仮設計画で必要になるライブラリの属性標準
化の検討

◎WGリーダー：曽根巨充
・部会直轄のWG
・国交省主導の推進会議、部会、WGの活動に参画

BIM啓発
専門部会

建築生産委員会

BIM部会としても活動しています（2022年度体制）

ゼネコン（19社、61名）＋オブザーバー（6名）

19社：㈱淺沼組、㈱安藤・間、㈱大林組、㈱奥村組、鹿島建設㈱、㈱熊谷組、㈱鴻池組、五洋建設㈱、清水建設㈱、㈱錢高組、大成建設㈱、
㈱竹中工務店、東急建設㈱、戸田建設㈱、西松建設㈱、㈱長谷工コーポレーション、㈱フジタ、前田建設工業㈱、三井住友建設㈱｜50音順
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本セミナーにおけるセッションの位置づけ
設計施工一貫方式におけるBIMの
ワークフロー
建築生産におけるBIMデータの活用
［建築BIM合同会議］

施工段階におけるBIMデータ
・BIMモデル合意の次はBIMモデル承認
・生産現場におけるBIMモデルの活用
・仮設ライブラリの標準化
[施工BIM専門部会］

BIMを中心とした業務スタイル確立
（2030）
・日建連の建築BIM｜定着に向けたロードマップ
［建築BIM合同会議］

BIMの取り組み状況
日建連会員企業におけるBIMの動向
調査（速報）
［BIM啓発専門部会］

図版出典：建築分野におけるBIM の標準

ワークフローとその活用方策に関するガイド

ライン（第２版）、国土交通省、2022.3
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